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東急不動産株

式会社 

環境エネルギー事業本部 環境エネルギー事業第二

部 開発第１G チームリーダー 
大釜 美聡 
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金子 是久 

3 
環境エネルギー事業本部 環境エネルギー事業第二
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豊永 大貴 

4 
環境エネルギー事業本部 環境エネルギー事業第二

部 開発第１G アシスタントマネージャー 
松本 大樹 

5 

一般財団法人

日本気象協会 

環境・エネルギー本部 環境アセスメント事業部 

風力第 1課 コンサルティング G 次席コンサルタン

ト 

鎌田 忍 

6 
環境・エネルギー本部 環境アセスメント事業部 

風力第 1課 コンサルティング G 
小倉 基嗣 

7 
環境・エネルギー本部 環境アセスメント事業部 

風力第 2課  コンサルティング G 管理主任 
齊藤 公亮 

8 
株式会社建設

環境研究所  

札幌支店 

技術部 主任研究員 德永 尚起 

9 技術部 研究員 今野 友陽 

10 
清水建設株式

会社 

北海道支店 

土木技術部 市場開発グループ グループ長 今津 雄吾 

11 営業部  

  

三宅 隆  

 
 



オジロワシの高い衝突リスクに対する改善点及び対応案

課題：オジロワシの衝突確率高い（2年間平均1.2806：由井モデル）

課題検討 検討①：衝突解析手法の検討

別ファクターによる衝突評価の検討
（建設環境研究所）
・地形、風向、海・河川からの距離などの
ファクターによる解析

検討内容

現状・今後
の評価

今後の
検討案

・有識者ヒアリング「わかりやすいので図書
に反映すると良い」との意見を頂き、図書
記載（関島恒夫先生・長谷川理先生） 。
・東急不動産の他案件でも使用検討

検討②：風車設置後の忌避効果

検知システムの検討（日本気象協会）
・試験的な検知調査実施
（2025年12月～2026年3月）

①検知率の算出：AIの学習機能の向上に
より検知率UPが期待

②左記の衝突評価により選定したリスクの
高い風車に検知システムを設置

検知後の鳥類忌避方法の検討
・警戒音は厳しい（数人の有識者指摘）。
・稼働調整対象期間の検討

各風車における衝突リスク
の把握（ミクロの評価）

①年間衝突確率による評価
（環境省・由井モデル）

②別ファクターによる衝突評価

事業地全体の衝突リスク
の把握（マクロの評価）

・他の要因（地形、風速、風
   向、海・川からの距離等）に
   よる衝突リスクの解析評価

・上記①と②を合わせた総合的な衝突評価

・風車高度Ｍの飛翔通過
と種生態から解析評価
（年間衝突確率評価） （別ファクター衝突評価）

衝突リス
クの有無
の判断が
難しい。

３．オジロワシに対する改善案（検討②の対応策）

検知システム調査の結果（日本気象協会）
⇒検知率の算出結果（3月で82％） 
⇒2、3、8号機に設置で予測衝突数を解析

検知後の鳥類の衝突回避策案
1)警戒音による忌避効果は厳しい。
・実績乏しい（日本2か所、海外も実績少ない）

2) 風車の稼働調整の検討
①検知システムの設置風車（予定）：2・3・8号機の3基
②風車の稼働調整対象時期：12月～翌年5月
⇒事前調査でオジロワシが多く確認された時期

③将来検討：①②は事後調査（猛禽類・バードストライク）
結果に応じて変更する場合あり。

別ファクターによる衝突評価（建設環境研究所）
 ⇒衝突リスクの高い風車（主に海側）の選定

１．課題に対する検討案

準備書の指摘事項を踏まえ、評価書で記載内容を更新

２．鳥類の衝突評価手法（検討①の対応策）

衝突リス
クの有無
の判断が
しやすい。

衝突リスクの高い風車位置・エリアが年間
衝突確率とは別の角度で判別できる。



既存検知システムと実装予定の検知システムとの比較

項目 既存のシステム 実装予定のシステム

基本位置づけ
鳥の接近を自動で捉え、回避や
停止につなげる(1)ことを重視し
たシステム

飛翔監視、記録、事後検証、地点ご
との最適化を重視したシステム

運用方針 衝突回避寄りの運用支援
接近時に稼働停止する運用(1)、飛跡
を記録し説明に寄与する(2)

コンセプト 自動対応を重視するタイプ
日本の鳥類・現地環境に応じ、現地
に適した条件に応じて監視設計を組
む

強み
鳥接近時の即応性(2)を意識した
設計

地点条件に応じた調整(3)、記録性、
検証性、説明性

まとめ

進路変更を促し、それでも回避
しない場合は停止まで含めるシ
ステム。
既製品のため現地でのチューニ
ングが不可(3)

軌跡を追跡して早々に停止すること
で衝突リスクを低減する。
飛翔実態の把握と後検証をより重視
し、軌跡を記録する。
現地の環境にあわせたチューニング
やデータ取得により検知率の向上可
能（3）。

接近時に警戒音

■実装予定のシステム■

(2) 飛翔軌跡の記録、検証材料の蓄積

さらに接近時に停止

(3) 現地の環境にあわせたチューニング
が可能（検知率の向上）

(3) 出来合いの検知の仕組み
現地にあわせたチューニングは無し

(1) 検知後に軌跡を追跡、余裕を
もって停止を開始する

(1) 接近したら警戒音を出す
さらに接近して停止する

(2) 接近の有無を検知

飛翔軌跡の記録は無し

停止が間に合うように検知し、停止する。

■既存システム■
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